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研究課題名  ヌカカ刺咬後の皮膚障害に関する微生物免疫学的調査研究 （環境部門） 

研究結果 

〔本年度の研究結果（研究方法、実験結果、分析結果等）について、当初の研究計画に沿って端的に記すこと。詳細なデータ等に

ついては、別に添付も可。〕〔非公開としたい部分は、罫線で囲うなどして明確にし、その理由を記すこと。〕 

 

ヌカカ刺咬後に生じる持続性の痒みや、拡大しやすい皮膚障害の原因について、弓ヶ浜半島に生息す

る吸血性ヌカカを実験試料として保有細菌を検索するため、１）ヌカカを採取し、２）各個体からの

DNA抽出および遺伝子増幅のための条件検討と最適化を行った。３）ヌカカより得られたDNAから細菌

特有のDNA増幅・タグ付加、メタゲノム解析用ライブラリー構築を行い、４）次世代シークエン

サーによる塩基配列決定を行った。現在ヌカカの保有細菌叢に関する解析を進めている。

４）当初計画では予定していなかったが、米子市でヒトに刺咬被害を及ぼすヌカカ種が何

か、また単一種か否かについても詳細は明らかでない。虫種依存性の病変形成の可能性

も考慮し、ヌカカ遺伝子の分子系統種解析を行った。 

研究成果 

〔本年度の研究成果（知見・技術）について、具体的に記すこと。詳細なデータ等については、別に

添付も可。〕 

１）2015年7月に米子市内で採取されたヌカカ91匹（♀68，♂23）について、遺伝子抽出

法および遺伝子増幅条件の最適化を行った（図1）。２）細菌特有の16S rRNA遺伝子塩基

配列決定を行う為の、遺伝子増幅およびシークエンスタグの付与およびその遺伝子断片

精製を行った（図2）。３）メタゲノム解析用ライブラリー構築条件最適化を行った。

４）次世代シークエンサーによる塩基配列結果を得た。５）今回捕獲解析したヌカカは単一種で

あることは推定された（図３）が、虫種同定結果の精度が十分高いとは言えない。ま

た、被害の原因ヌカカ種が単一種かについての詳細も現時点では不明である。今後、虫

体遺伝子の分子系統比較解析精度を上げるため実験条件最適化と調査が必要であろう。 

次年度研究

計画 

〔次年度の研究計画について簡潔に記すこと〕 

１）ヌカカ保有細菌叢解析結果の詳細を得る。 

２）ヌカカ成虫発生時期に、吸血性ヌカカを採取し、虫体抽出液をマウス皮膚に接種し、かゆみの原

因となる成分を特定するための解析を行う。 
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ヌカカ刺咬後の皮膚障害に関する微生物免疫学的調査研究　（環境部門） 	

ヌカカ刺咬後に生じる持続性の痒み・皮膚障害の原因は？病原細菌との関連は？	
H２７年度：弓ヶ浜半島に生息する吸血性ヌカカを実験試料としての遺伝学的解析 	

①　ヌカカの保有する細菌叢のメタゲノム解析	
１）実験条件検討と最適化 	
２）次世代シークエンサーによる塩基配列決定 	

メタゲノム解析：　多様な生物DNAを混合物として抽出し，このDNA混合物の	
塩基配列を解読することで、試料中に含まれる生物（培養できない微生物を	
含む）の種類やその存在比率を推定することが可能。	

②ヌカカ種の解析	
　　遺伝子増幅、塩基配列決定、分子系統比較解析	

実験条件検討の必要性あり（赤丸部数値低いため）。	
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